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高齢化率 41%
37,617人

全国平均より20年早いペースで高齢化が進行

※資料：国勢調査（2030年以降は、国立社会保障人口問題研究所の推計に基づく値）

糸魚川市の人口は、昭和25年（1950年）の78,727人を
ピークに減少が続いています。

人口
ピーク時の半分になりました。
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糸魚川市では、約 15 年後の 2040 年には人口が 1万
人以上減少し、約 27,000 人になると推計されています。
さらに、高齢化も進み、市民の 2 人に 1 人が 65 歳以上
という社会が目前に迫っています。
このままでは、地域の暮らしを支える産業や担い手が
失われ、仕事がないから若者が定着できない―そんな

連鎖が現実になりかねません。だからこそ今、一次産業・
観光・地域資源を生かし、「働く場をつくること」「人を
呼び込むこと」がまちの未来を守るカギです。暮らしと
経済が循環する、選ばれる糸魚川へ。
今こそ一歩を踏み出すときです。

若者・
女性が

65歳以上の



働きたくなるまちづくり編 いとうれい活動報告 いとうれい活動報告 働きたくなるまちづくり編

豊かな自然環境の中で
のワーケーションを通じ
て、新しい発想と創造
性を引き出す

地域住民と訪問者の交
流が生み出す新たな価
値と可能性を地域の活
性化につなげる

ジオパークという地球の教科
書を活用した体験型学習で、
子どもたちの好奇心と探究心
を育む

子どもたちの探究学習、企業や都市部の人材が地域で働くワーケーション、地域と連携した実践教育。
「教育」「産業」「地域」が重なり合い、人と知恵が行き交う循環を、糸魚川から育てていきます。

大火からの復興、空き地の増加、にぎわいの減少。今こそ、駅前から海までを“人が集い、
歩きたくなる道” へ。地域の暮らしと観光が重なる、未来の糸魚川を描きます。

美山公園エリアへの直接乗り入れを実現し、フォッサマグナミュー
ジアム・長者ヶ原考古館への年間来場者数 10万人を倍増！

教育×産業のにぎわいづくり

空き地・空き　
店舗を活かした「まちの軸」再生駅前

活性化

「ここで暮らしたい」「また来たい」と思えるまちを駅前から創出

「学び」と「働く」がつながる、糸魚川の新しいフィールドへ

糸魚川から全国へ。
日本一の防災のまちへ

防災
×産業

自然の「恵み」と「脅威」を体感するワーケーションプログラム

農林水
産業

未来へつながる農林水産業
「やってみたいと思える」始めやすく、続けやすい

蓮台寺PAをスマートI.C化
市内で仕事やお金が循環し、市外から人やお金が流れてくる活力あるまちへ
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一例 海の見える商店街

● 地域課題を解決するための新規事業・起業への助成　● 駅前空きテナント賃料の助成
● 接客英会話レッスンの支援　● メニューなどの多言語化のサポート
● 新幹線駅名を「糸魚川・白馬アルプス」にして、観光客を獲得

● 市役所防災体制の見直し（災害専門の幹部職員採用など）　● 市民防災活動への支援強化
● 教育機関との連携強化（研修・開発拠点の誘致）　● 避難所機能の強化・備蓄の拡充

アイデ
ィア

自然を教室に 資源の活用 交流の創出1 2 3

いざという時に
動ける人材の育成

●地域ごとの災害体験・避
難所実習による人材育成
●地域防災人材（消防・自治
会など）との連携
●廃校などの遊休施設や自
然環境の見直し

STEP 1

地域の防災を
“教材”として売る

●2泊3日プログラム商品化
●宿泊、飲食、交通の稼働率
アップ
●空き施設再活用（宿＋防
災研修拠点）

STEP 2

研修商品として
地域全体で稼ぐ

●防災×地場産業（建設業
等）コラボ
●視察受け入れ、企業連携
●市外の経済を呼び込む

STEP 3

基盤づくり 受け入れ強化 事業化・拡張

過去の大火や地震などの実体験、防災施設や地域資源と連携した体験
プログラムを拡充し、企業や自治体、教育機関との協働を進めます。

●間伐や山林整備の安全指
導体制を強化
●木材利用の地産地消推進
（学校・公共施設）
●森林整備と災害リスク軽減

●新規就農支援（農地紹
介・研修・初期補助）
●リノベ空き家でファミリ
ー就農移住者を支援
●鳥獣被害対策の強化

農業
●市民による情報発信・プロモー
ションの強化
●自然豊かな少人数教育の推進
●規制緩和による定住・起業促進

移住・定住
●「港×食」モデルで直売・体
験・宿泊の連携
●地元魚介活用とブランド化
●水産業振興のための規制
緩和支援

水産業 林業

譲りたい人 農業を始めたい人

譲り受けたい人

マッ
チング

やる気のある
担い手を
徹底応援 購入

補助

新規就農希望者と
農業者のマッチング支援

移住・定住を推進
・ ・ ・ ・

糸魚川商工会議所、産業創造プラットフォームの美山プロジェクトや3M（緑でつなぐ未来創造会議）のように、
地域資源を活用し、地域課題を解決する取組や、企業をどんどん応援していきます。

● 糸魚川東バイパスの延伸　● 浦本→梶屋敷間のバイパス化
● 生活道路の整備　● 通学路の安全確保● 道路脇の雑木・雑草への対応

インフラ
整備も推進

日本海からアルプスを一望できる新幹線駅

日本唯一

青海地域 能生地域

糸魚川
地域

1.糸魚川市駅北大火

2.柵口雪崩災害3.姫川流域災害

4.焼山噴火

6.玉ノ木地すべり

5.来海沢地すべり
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●小・中学校体育館への空調導入
●統廃合された小中学校の校舎・
校庭・体育館の利活用促進
●相撲を通じた青少年の育成（海
洋高校との地域連携強化）

●トライアスロン大会の開催
●ゲートボールなど、誰でも（障
がいのある方も）ずっと楽しめ
るスポーツの普及・促進
●各種スポーツ団体への支援強化

〒941-0067 新潟県糸魚川市横町5-1-67

TEL.025-556-6767 ／FAX.025-333-0223
itoigawa.rei@gmail.com

いとうれい後援会
いとうれいの活動はウェブでも発信中！

公式LINE
@194ooeec

Facebook
@itorei.desu

X（旧Twitter）
@itoreito

Instagram
@itorei.desu

公式HP

できることから、一緒に始めませんか？
まちのために、大切な人の未来のために
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いとうれい後援会では一緒に活動してくださる仲間を募集しています。
10年、30年、100年先の未来を見据えて、

どんな糸魚川を子どもや孫など大切な人に残したいですか？
皆さんのアイディアを「いとうれい」にお聞かせください。
お近くにお越しの際は、お気軽に後援会事務所までお越しください。

後援会事務所

誰でもどこでも
スポーツが楽しめるまちへ

い
と
う 
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い（
伊
藤 

麗
）

平成2（1990）年6月 木浦
（旧能生町）生まれ、能生在住
木浦小・能生中・高田高卒・日
大商学部中退
夫と男の子2人の4人家族

前NPO法人すいみぃ代表
元糸魚川総合計画策定委員
糸魚川市議会議員（1期）
総務文教常任委員会 副委員長

職歴

変化の時代に必要なのは、“現場感” と “次代を見据
える力” の両立です。市民の声に耳を傾けながらも、
糸魚川の資源を未来の産業に変えるビジョンを持つ
彼女なら、地域の経済と人材の循環を生み出してく
れると、本気で実現してくれると信じています。

今こそ現場を理解し、市民の暮らしに寄り添える
リーダーが必要です。家族として長年見てきたか
らこそ断言できます。弱い立場の人を見過ごさな
い、そのまっすぐな姿勢が、糸魚川の命と暮らし
を守る力になると信じています。

フラー㈱ 取締役会長
渋谷 修太 氏

医療法人アグリー理事長
伊藤 俊一郎 氏

“現場感” と “次代を見据える力” 誰よりも本気で動く人

応援メッセージ 応援メッセージ

多様な人が参加できる大会の開催支援や、誰でも利用しやすい運動施設の整備、スポー
ツ指導員の育成と地域派遣を進める必要があります。また、学校・地域・福祉と連携した「健
康づくり×交流」の取り組みも展開し、スポーツが支える元気なまちづくりを実現します。

子どもたちにスポーツを
もっと身近に楽しく

スポーツを通じた
健康的なまちづくり

会えるリーダー
市民の皆さんが自由な懇談を行い、「ここに
来れば少なくとも市長に会えて話したり、顔
が見える」という場所の提供をいたします。

市民参加型を実現
学校

公民館

SNS


